
 

 

 

北海道を除く、日本全国に分布する 
ユキノシタ科の多年草で民家の裏庭や
石垣、雑木林など、やや湿った日陰を 
好みます。常緑性で冬にも濃緑の葉を
ロゼッタ状に茂らせます。名前の由来
は、花びらの下部分 2枚が、白くて 
舌を出したようなので「雪の舌」と 
なった。葉が常緑で白斑があるのを 
表面に雪が積もった状態に見立て 
つけられた。など諸説あるそうです。 

みなさん、お正月は楽しく過ごされましたか。新しい一年が子どもたち、そして保護者の

皆様にとっても笑顔あふれる一年になることを祈っております。どうぞよろしくお願い 

いたします。 

お相撲さんが出てきますが、「はっけよーい」の掛け

声はまったくでてきません。作者が赤ちゃんから 

おばあちゃん、老若男女みんなに笑ってもらいたいと

いう思いから作られた絵本だそうです。読み聞かせを

しているお母さん、お父さんも子どもたちもみんなで

「わははー」と新年の初笑いにいかがでしょうか。 

 
 

 

〇現在はコロナウイルス対策として、園外の方との交流を自粛させていただいて 
いますが、園外の活動では参加していただけるものもございます。のびのび通信や 
ポスター、ホームページにてお知らせをさせていただきます。 
 

〇子育て相談は電話、FAX にて、いつでもお受けしています。 

TEL：０４２－６７３－５５６４ FAX：０４２－６７３－５５６５ 

 

♪もちっこやいて とっくらきゃしてやいて 

しょうゆをつけて たべたら うまかろう   

＊メロディーはお好みで 

 

野の花・虫図鑑身近な野の花虫の紹介です 「雪の下(ユキノシタ)」 

『たぷの里』 

作・絵：藤岡拓太郎  

今月のおすすめ絵本 

 
子どもたちが喜ぶ 
わらべうた・ふれあい遊び紹介 

「もちっこやいて」 

ナナロク社 

 

NO.１０ R５．１．１５ 長房みなみ保育園 

  

 

 

長房みなみのびのび通信 

  

遊びかた 
・手をお餅に見立てて焼くまねをするわらべ歌です。 

・子どもと向かい合い、大人が両手を前に出し歌いながら両手を 

上下に軽く振ります。 

・「しょうゆをつけて」で利き手反対の掌にしょうゆを塗るまねを 

します。 

・「たべたら」で食べるまねをします。 

・「うまかろう」で両手をほっぺにつけおいしい顔をします。 

子どもの手をとってお餅に見立てたり、一緒に作ってお互いに食べ 

あったり色々な遊びかたができます。「しょうゆ」を「あんこ」や 

「きなこ」など、子どものリクエストに応えて遊ぶと盛り上がります。 


